
人気温泉旅館ホテル選限定企画

温
泉
、料
理
、施
設
、サ
ー
ビ
ス
…

個
性
が
光
る〝
こ
だ
わ
り
の
宿
〟

順不同　～面も特集

こ
だ
わ
り
の
味
を
追
求

料
理
・
食
事

門
前
町
の
温
泉
旅
館

客
室
・
館
内
設
備

湯
場
空
間
で
く
つ
ろ
ぎ
を

温
泉
・
浴
場

女
性
目
線
の
和
モ
ダ
ン
宿

女
性
に
や
さ
し
い

肌
が
喜
ぶ
濁
り
湯
の
宿

温
泉
・
浴
場

星
空
を
間
近
に
望
む
露
天

温
泉
・
浴
場


年
ぶ
り
自
家
源
泉
開
湯

温
泉
・
浴
場

広
い
浴
場
、白
濁
の
湯

温
泉
・
浴
場

延
楽
の
料
理
イ
メ
ー
ジ

　
富
山
県
宇
奈
月
温
泉
の
延

楽
（
濱
田
政
利
社
長
）
は
、

旅
館
料
理
の
枠
を
超
え
た
こ

だ
わ
り
の
味
を
追
求
し
て
い

る
。
生
地
港
か
ら
毎
朝
仕
入

れ
る
魚
介
、
地
元
の
米
や
野

菜
を
使
い
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
の
調
理
技
術
で
宿

泊
客
を
う
な
ら
せ
て
い
る
。

　
料
理
の
コ
ー
ス
は
、
海
、

山
の
幸
を
特
注
の
器
で
堪
能

で
き
る「
雅
膳
」を
は
じ
め
、

季
節
感
あ
ふ
れ
る
逸
品
が
並

ぶ「
匠
膳
」「
黒
部
旬
彩
膳
」

「
黒
部
せ
せ
ら
ぎ
膳
」
な
ど

を
用
意
し
て
い
る
。

　
秋
、
冬
は
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
、
ホ
ン
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
膳

を
彩
る
。
旬
の
魚
も
そ
れ
ぞ

れ
に
う
ま
い
。
白
身
魚
の
刺

身
に
は
伝
統
的
な
調
味
料

「
煎
り
酒
」
を

つ
け
だ
れ
に
。

こ
の
煎
り
酒
が

評
判
で
、
瓶
詰

め
に
し
た
商
品

が
館
内
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。

米
は
地
元
の
契

約
農
家
か
ら
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
仕

入
れ
て
い
る
。

　
上
質
な
料
理

を
楽
し
む
と
と

も
に
、
黒
部
渓

谷
を
望
む
露
天

風
呂
に
浸
か
れ
ば
至
福
の
ひ

と
時
が
過
ご
せ
る
。

　
▽
延
楽
は
富
山
県
黒
部
市

宇
奈
月
温
泉
３
４
７
の
１
。

☎
０
７
６
５
（
６
２
）
１
２

１
１
。http://www.enraku.c

om/

飛
天
館
　
露
天
風
呂
付
き
客
室

　
香
川
県
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷

の「
琴
参
閣
」（
中
山
芳
彦
社

長
）は
、こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
門

前
町
に
建
つ
温
泉
旅
館
。表

参
道
へ
徒
歩
５
分
と
観
光
に

便
利
。同
館
名
物
の
バ
ラ
風

呂
や
大
浴
場
、露
天
風
呂
な

ど
で
湯
巡
り
が
楽
し
め
る
。

　
客
室
は
、
讃
水
の
館
と
飛

天
の
館
に
分
か
れ
て
い
る
。

讃
水
の
館
は
、
華
美
な
装
い

で
は
な
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
空
間
。
７
室
あ
る
露
天
風

呂
付
き
和
室
は
、
象
頭
山
を

借
景
に
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
時
間
が
過
ご
せ
る
。

室

あ
る
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
は
、
観

光
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
便

利
。
旅
館
で
あ
り
な
が
ら
ベ

ッ
ド
で
休
む
こ
と
が
で
き

る
。
１
２
０
室
あ
る
和
室
は

こ
ん
ぴ
ら
の
町
並
み
を
臨
む

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
客
室
。

　
飛
天
の
館

は
、
讃
岐
の
贅

を
尽
く
し
た
。

３
室
あ
る
特
別

和
室
は
開
放
感

の
あ
る
露
天
風

呂
付
き
で
同
館

屈
指
の
ぜ
い
た

く
な
客
室
。


室
あ
る
二
間
和

室
は
、

・
５

畳
と
６
畳
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た

客
室
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

付
き
。

室
の
一
間
和
室
は

象
頭
山
を
臨
む

・
５
畳
の

和
室
。

　
▽
こ
と
ひ
ら
温
泉
琴
参
閣

は
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町

６
８
５
の

。
☎
０
８
７
７

（
７
５
）
１
０
０
０
。http:

//www.kotosankaku.jp/

モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
が
迫
る
「
竹
林
の
湯
」

　
熊
本
・
黒
川
温
泉
の
「
湯

峡
の
響
き
　
優
彩
」
（
高
島

淳
一
社
長
）
は
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
、
源
泉
掛
け

流
し
の
湯
を
楽
し
め
る
こ
と

で
名
高
い
宿
だ
。

　
同
館
で
は
敷
地
内
の
自
家

源
泉
か
ら

度
の
湯
を
引

湯
。
毎
日
入
れ
替
え
る
源
泉

１
０
０
％
の
湯
に
入
浴
で
き

る
と
あ
っ
て
、
湯
め
ぐ
り
す

る
人
が
数
多
く
訪
れ
る
。

　
一
番
の
お
す
す
め
は
宿
泊

者
だ
け
に
開
か
れ
た
湯
空
間

「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
場
」
。
窓

一
面
に
モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
が
迫

る
「
竹
林
の
湯
」
、
ヒ
ノ
キ

の
香
り
と
温
か
さ
に
包
ま
れ

る
「
双
檜
の
湯
」
、
川
の
せ

せ
ら
ぎ
が
楽
し
め
る
「
渓
流

の
湯
」
の
三
つ
の
風
呂
が
あ

る
。

　
ま
た
、
こ
の

ほ
ど
天
文
台

「
そ
ら
し
る

べ
」
が
オ
ー
プ

ン
。
日
本
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
メ

ー
カ
ー
が
作
っ

た
本
格
的
な
天

体
望
遠
鏡
を
備

え
、
気
軽
に
天

体
観
測
が
楽
し

め
る
。
黒
川
温

泉
の
新
た
な
文

化
施
設
と
い
え

る
。
夕
食
後
の
新
た
な
過
ご

し
方
と
し
て
利
用
し
て
み
る

の
も
い
い
。

　
▽
湯
峡
の
響
き
　
優
彩
は

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
黒

川
温
泉
。
☎
０
９
６
７
（
４

４
）０
１
１
１
。http://www

.yusai.com/

お
茶
の
間
「
曙
」

　
別
府
温
泉
―
竹
と
椿
の
お

宿
―
花
べ
っ
ぷ
（
中
野
幹
子

社
長
）
は
女
性
目
線
で
造
ら

れ
た
和
モ
ダ
ン
な
宿
だ
。

「
ふ
ん
わ
り
、
や
さ
し
い
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が

示
す
通
り
、
温
か
く
家
庭
的

で
、
気
楽
に
何
度
で
も
泊
ま

り
た
く
な
る
く
つ
ろ
げ
る
空

間
を
提
供
す
る
。

　
女
性
大
浴
場
「
乙
姫
」
は

高
濃
度
酸
素
湯
マ
イ
ク
ロ
バ

ブ
ル
バ
ス
が
設
置
さ
れ
、
肌

と
体
を
ゆ
っ
く
り
ほ
ぐ
す
。

温
泉
水
を
使
っ
た
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
が
あ
る
の
も
う
れ
し

い
。
体
が
温
ま
っ
た
ら
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
「
空

蝉
」
で
身
も
心
も
さ
ら
に
軽

や
か
に
。

　
客
室
は
畳
と
竹
の
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
和

洋
室
が
お
す
す

め
。
白
木
の
や

さ
し
い
色
合
い

と
開
放
的
な
空

間
レ
イ
ア
ウ
ト

が
高
級
感
を
演

出
す
る
。
好
み

の
枕
が
無
料
で

借
り
ら
れ
る
サ

ー
ビ
ス
も
。

　
食
事
は
九
州

の
食
材
を
使
用

し
、
特
に
朝
ご

は
ん
は
大
分
の

無
農
薬
米
を
、
１
人
分
ず
つ

小
さ
な
釜
で
焚
き
上
げ
て
い

る
。

　
▽
花
べ
っ
ぷ
は
大
分
県
別

府
市
上
田
の
湯
町

の

。

☎
０
９
７
７
（
２
２
）
０
０

４
９
。http://www.hanabep

pu.jp/

庭
園
大
露
天
風
呂

　
「
お
肌
よ
ろ
こ
ぶ
濁
り
湯

の
宿
」
と
銘
打
つ
創
業

年

の
金
太
郎
温
泉
（
木
下
荘
司

社
長
）
。
珍
し
い
泉
質
、
源

泉
掛
け
流
し
の
豊
富
な
湯

量
、
美
肌
の
効
能
な
ど
が
評

判
だ
。

　
大
浴
場
「
壁
画
大
浴
殿
」

は
３
０
０
坪
で
、
文
化
勲
章

受
章
者
、
浅
蔵
五
十
吉
氏
の

陶
板
作
品
を
浴
室
一
面
に
配

置
。
「
カ
ル
ナ
の
館
」
内
の

「
立
山
連
峰
パ
ノ
ラ
マ
大
浴

殿
」と「
庭
園
大
露
天
風
呂
」

は
合
計
８
０
０
坪
に
及
び
、

銘
石
を
使
っ
て
浴
場
内
に
立

山
連
峰
を
再
現
し
て
い
る
。

　
屋
号
は
、
創
業
者
、
石
黒

七
平
氏
が
「
（
人
々
が
）
金

太
郎
の
よ
う
に
全
身
に
力
が

あ
ふ
れ
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
、

健
康
に
な
る
よ

う
に
」
と
名
付

け
た
。

　
宿
は
客
室
数


室
。

　
大
宴
会
場
の

一
部
を
和
モ
ダ

ン
に
改
装
。
最

大
３
０
０
席
の

イ
ス
、
テ
ー
ブ

ル
に
も
対
応
で

き
る
。
料
理
は

日
本
海
の
旬
の

幸
、
ホ
タ
ル
イ

カ
や
白
エ
ビ
、
ブ
リ
な
ど
が

う
ま
い
。

　
▽
金
太
郎
温
泉
は
富
山
県

魚
津
市
天
神
野
新
６
０
０

０
。
☎
０
７
６
５
（
２
４
）

１
２
２
０
。http://www.kint

arouonsen.co.jp/

天
空
露
天
風
呂
、
雲
海
の
湯
（
男
湯
）

　
秘
境
・
祖
谷
の
「
か
ず
ら

橋
」
に
ほ
ど
近
い
静
か
な
山

里
に
た
た
ず
む
ホ
テ
ル
か
ず

ら
橋
（
谷
口
宏
社
長
）
の
自

慢
は
小
さ
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

で
登
る
天
空
の
露
天
風
呂
。

　
３
階
か
ら
乗
車
し
、

㍍

上
空
に
到
着
す
る
と
、
女
性

専
用
の
「
樹
海
の
湯
」
、
男

性
専
用
の
「
雲
海
の
湯
」
、

混
浴
の
「
筍
の
湯
」
、
天
空

足
湯
、
３
種
類
の
貸
し
切
り

五
右
衛
門
風
呂
が
待
っ
て
い

る
。
目
前
に
は
祖
谷
地
方
の

景
色
、
夜
に
は
星
空
を
間
近

に
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
近
は
香
港
を
中
心
に
ア

ジ
ア
か
ら
の
個
人
旅
行
客
が

多
く
、
高
松
空
港
か
ら
レ
ン

タ
カ
ー
で
訪
れ
る
人
が
増
え

て
い
る
。
渋
滞
の
な
い
道
を

走
る
と
ス
ト
レ

ス
解
消
に
な
る

と
人
気
だ
。
こ

こ
で
し
か
味
わ

う
こ
と
が
で
き

な
い
祖
谷
の
郷

土
料
理
は
訪
日

客
に
も
評
判

で
、
里
山
の
味

覚
を
求
め
て
訪

れ
る
客
も
多

い
。

　
満
天
の
星
空

や
か
ず
ら
橋
を

観
賞
す
る
ナ
イ

ト
ツ
ア
ー
も
好
評
と
な
っ
て

い
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
か
ず
ら
橋
は
徳

島
県
三
好
市
西
祖
谷
山
村
善

徳

の
１
。
☎
０
８
８
３

（
８
７
）
２
１
７
１
。http:

//www.kazurabashi.co.jp/

露
天
・
大
浴
場
「
山
並
み
の
湯
屋
」

　
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ

れ
た
人
吉
球
磨
。
隠
れ
里
の

情
緒
漂
う
人
吉
温
泉
の
「
清

流
山
水
花
　
あ
ゆ
の
里
」は
、

球
磨
川
の
清
流
を
望
む
モ
ダ

ン
な
温
泉
宿
だ
。
約

年
ぶ

り
に
自
家
源
泉
を
掘
削
し
た

こ
と
か
ら
、
開
湯
し
た
ば
か

り
の
湯
が
楽
し
め
る
。

　
「
蔵
の
湯
殿
」
は
、
目
の

前
に
人
吉
城
址
と
球
磨
川
が

広
が
る
大
浴
場
。「
人
吉
城
」

「
蔵
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ

ザ
イ
ン
で
寝
湯
な
ど
の
露
天

風
呂
が
満
喫
で
き
る
。
「
山

並
み
の
湯
屋
」
は
露
天
風
呂

か
ら
南
九
州
山
脈
を
一
望
。

数
寄
屋
造
り
の
趣
を
取
り
入

れ
た
空
間
で
露
天
の
岩
風
呂

な
ど
が
楽
し
め
る
。
大
浴
場

は
男
女
入
替
制
。
泉
質
は
美

肌
効
果
の
評
判

が
高
い
。

　
客
室
は
計


室
の
う
ち

室

が
露
天
風
呂
付

き
。
旬
の
食
材

を
使
っ
た
会
席

料
理
も
好
評
。

地
元
の
蔵
元


カ
所
の
球
磨
焼

酎
を
集
め
た
焼

酎
蔵
と
、
ワ
イ

ン
セ
ラ
ー
も
完

備
。
館
内
の
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
は
女
将
お
薦
め
の
雑
貨

な
ど
を
販
売
中
。

　
▽
清
流
山
水
花
　
あ
ゆ
の

里
は
熊
本
県
人
吉
市
九
日
町


。
☎
０
９
６
６
（
２
２
）

２
１
７
１
。http://www.ayu

nosato.jp/

別
館
露
天
風
呂
「
白
紫
（
び
ゃ
く
し
）

の
湯
」

　
じ
ゃ
ら
ん
や
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
の
温
泉
口
コ
ミ
評
価
で
、

常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

温
泉
自
慢
の
宿
が
、
霧
島
温

泉
郷
の
霧
島
国
際
ホ
テ
ル

（
竹
下
卓
社
長
）
。

　
最
も
大
き
な
浴
場
が
「
大

浴
場
大
浪（
お
お
な
み
）」。

一
度
に
１
５
０
人
が
入
浴
で

き
る
広
さ
で
、
豊
富
な
湯
量

も
自
慢
だ
。

　
森
の
中
の「
露
天
霧
乃
湯
」

は
湯
が
白
濁
と
透
明
の
２
種

類
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
屋
根

が
あ
り
、
雨
が
降
っ
て
も
大

丈
夫
。
ま
た
、
男
性
は
天
然

蒸
し
湯
、
女
性
は
足
湯
に
浸

か
り
な
が
ら
の
泥
パ
ッ
ク
も

利
用
で
き
る
。
美
白
効
果
は

抜
群
だ
。

　
「
別
館
露
天
白
紫
（
び
ゃ

く
し
）
」
は
四
季
折
々
の
季

節
模
様
を
感
じ
る
白
濁
の
露

天
風
呂
。
乳
白

色
の
硫
黄
泉

で
、
打
た
せ
湯

も
楽
し
め
る
。

夜
の
星
空
の
美

し
さ
も
格
別
。

こ
の
ほ
か
、
家

族
風
呂
や
岩
盤

浴
用
の
岩
盤
風

呂
も
備
え
、
温

泉
を
満
喫
す
る

に
は
最
適
の
ホ

テ
ル
と
言
え

る
。

　
ホ
テ
ル
入
り
口
に
は
足
湯

も
誕
生
。
温
泉
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
一
段
と
広
が
っ

た
。

　
▽
霧
島
国
際
ホ
テ
ル
は
鹿

児
島
県
霧
島
市
牧
園
町
高
千

穂
３
９
３
０
番
地
。
☎
０
９

９
５
（
７
８
）
２
６
２
１
。

http://www.kirikoku.co.jp/

（１４）第２９０４号 第３種郵便物認可 ２０１７年（平成２９年）８月１９日（土曜日）

本社主催、年度人気温泉旅館ホテル
選認定証授与式（１月日、東京）


